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 日頃は、大阪市手をつなぐ育成会の活動にご支援頂

きありがとうございます。 

 令和２年度の育成会活動は、コロナ禍により皆様と

お会いして会話するということが出来ないまま終了

となりました。 

 感染症にもいろいろとありますが、今回のこの新型

コロナ感染症は、感染力が高いうえに、症状が治まっ

てからも深刻な後遺症が残るなど、これまでに私達が

経験したことのないものです。 

 米ジョンズ・ホプキンズ大学の集計によりますと、

米国の新型コロナウイルスによる死者は５０万人を

超え、国別でも最多となり世界の死者の２割に上った

と報告がありました。 

 米メディアによりますと、第二次世界大戦での米軍

の死者は推計４０万５千人、ベトナム戦争で５万８千

人、朝鮮戦争で３万６千人と、新型コロナの死者はこ

れら三つの戦争での米軍の死者数を超えているそう

です。この実態を知って、改めて新型コロナ感染症の

恐ろしさを感じるとともに、人間の命のはかなさを感

じました。 

 大阪市でも少なくなったとはいえ、連日１００人近

くの新規感染者が報告されており、変異株による感染

も報告されています。ワクチンの接種など、今後どの

ようになっていくのか皆さんも不安があることと思

いますが、油断せず引き続き手洗い・うがい・消毒な

ど感染症対策を続け、一日も早くコロナ禍前の生活に

戻れるよう、皆さんと一緒に努力していきたいと思い

ます。 

  

 

 

 また、新型コロナ感染症ワクチン接種を、知的障が

いのある方が安心して接種できますように、全国手を

つなぐ育成会連合会 久保厚子会長より要望を、田村

憲久 厚生労働大臣へと出させていただいておりま

すので、その内容を掲載させていただきます。 

 同様に大阪市福祉局にも提出させていただきまし

た。 

 

 厚生労働省 

 社会・援護局障害保健福祉部 

 部長  赤 澤  公 省 様 

 

         （一社）全国手をつなぐ育成会連合会 

                 会長  久 保  厚 子                      

（ 公 印 省 略 ） 

 

  新型コロナウイルス感染症ワクチン接種に 

  関する要望 

 

日ごろから、本会の活動へご理解、ご協力を賜り、

厚くお礼申し上げます。 

さて、新型コロナウイルス感染症（以下「新型コロ

ナ」という。）の感染および重症化予防を目的として

ワクチン接種が開始されることが発表されました。 

本会としても、ワクチン接種が実現することに感謝

申し上げるとともに、医療関係者などへの優先接種を

皮切りとした迅速な接種体制の確立を期待するもの

です。 

他方、知的障害児者の中には新型コロナ重症化リス

クが高いとされる基礎疾患を有する者もいるほか、障

害特性を考慮した接種方法の選択などを希望する声

が寄せられております。 

大阪市手をつなぐ育成会 法人理念 

障がいのある人が 安心して 心豊かに すごせるように 

 ～知的障がいのある方が安心して、新型コロナ 

  感染症ワクチン接種ができるように～ 

全国手をつなぐ育成会連合会より、厚生労働省へ

要望書が提出されました 

理事長 小泉 いと子 
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